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NEWS RELEASE 

  2026年２月１６日 

株式会社三菱総合研究所 

 

三菱総合研究所、GHGプロトコルの Scope2改定案に意見を提出 

専門的見地から日本の実態を踏まえた実効性の高い制度設計を提案 

 

株式会社三菱総合研究所（代表取締役社長執行役員：籔田健二、以下 MRI）は、GHG プロトコルが実施し

た Scope 2 に関するパブリック・コンサルテーションに対し、日本のエネルギー政策や電力市場の実態、企業

の算定実務や脱炭素経営への影響を踏まえた見解を整理し、意見を提出しました。 

 

1. 背景 

温室効果ガス（GHG）排出量算定の国際基準であるGHGプロトコルの Scope 21改定を巡り、企業の算

定実務や再生可能エネルギー調達に影響を与える議論が、国際的に進められています。改定プロセスの

一環として、2025年 10月から 2026年 1月にかけ、Scope 2およびAMI2に関するパブリック・コンサ

ルテーション3が実施されました。 

Scope 2の算定ルールの見直しは、企業の GHG排出量算定や目標設定、情報開示、さらに脱炭素に向

けた取り組み全体に幅広い影響を与えることが想定されます。 

MRI は日本の再エネ政策や企業の脱炭素対応への影響が大きいと考えられる Scope2 の見直しに対し

て意見を提出しました。 

 

2. 概要 

Scope 2に関するパブリック・コンサルテーションで特に注目されているのは、電力の時間的・地理的な実

態と、Scope 2の算定結果との整合性をどのように高めていくかです。 

マーケット基準4とロケーション基準5の 2手法のうち、前者では下記の要件や概念の導入が主要なテーマ

として挙げられます。 

⚫ アワリーマッチング：発電と電力消費の「時間的な一致」を、より細かい単位で捉える考え方 

⚫ 送電可能性（Deliverability）：主張する環境価値が、実際に供給され得る電力に基づいているかを

確認する考え方 

⚫ 標準供給サービス（SSS：Standard Supply Service）：環境価値が特定の企業に帰属せず、複数

の需要家に按分される電源の取り扱いに関する考え方 

 
1 Scope 2：企業が購入した電力・熱・蒸気などの使用により間接的に排出される温室効果ガス。 
2 AMI（Actions and Market Instruments）：企業の物理的な GHG排出量インベントリには直接反映されない、排出削

減・除去への投資や証書・クレジット等の市場的手段による取り組みを、補完的に把握・報告するために GHGプロトコルが検討

している新たな枠組みである。それらを適切に示すための報告構造として、マルチステートメント型 GHG報告についても検討さ

れている。 
3 パブリック・コンサルテーション：ルール改定に際し、世界中のステークホルダーから意見を募集するプロセス。 
4 マーケット基準：企業が「どのような電力を調達したか」に基づき排出量を算定する方法。企業の調達行動を排出量に反映でき

る点が特徴。 
5 ロケーション基準：「どこで電力を消費したか」に基づき排出量を算定する方法。個別の電力調達手段に依らず地域全体の電

力供給構成を反映する点が特徴。 
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MRIは、GHGプロトコルの算定ルールについて、排出実態の適切な反映や国際的な整合性を確保しつつ、

各国の制度や市場環境、企業の実務に配慮した形で検討が進められることが重要との考えのもと、意見を

提出しました。 

 

［提出した意見の内容（抜粋）］ 

⚫ アワリーマッチング 

将来的に Scope 2算定の精度向上につながる考え方として評価しています。 

一方で、現時点での一律適用は、企業への過度な負担や算定結果の不整合が生じる恐れがあります。

そのため、段階的な導入や経過措置の設定、合理的な負荷プロファイル手法の整備、公的主体による

データ基盤の充実など、実現可能性への十分な配慮を前提とすることが重要であると考えます。 

⚫ 送電可能性（Deliverability） 

Scope 2の信頼性を高めるうえで重要な考え方であると評価しています。 

一方で、日本の電力市場や系統運用の実態を踏まえず、形式的に市場境界を適用した場合、再生可

能エネルギーの広域的な調達や将来の投資を阻害する可能性があります。日本の実態や条件を踏ま

え、送電可能性の原則が実態と乖離せず、かつ再生可能エネルギーの導入を後押しする形で解釈・

運用されることが重要であると考えます。 

 

3. 今後の予定 

MRI は、国際的な議論の動向を継続的に注視しながら、日本の制度や市場環境を踏まえ、企業の実務や

事業検討への影響整理に取り組みます。 

今後も、算定ルールの検討・整理にも携わってきた知見を最大限に生かし、調査・助言・情報発信を通じて、

脱炭素経営および脱炭素関連ビジネス、再生可能エネルギー政策の高度化を支援します。 

 

リリース全文 ⇒ 「三菱総合研究所、GHGプロトコルの Scope 2改定案に意見を提出」  

Scope 2 パブリックコンサルテーション(2025/10～2026/1) 主要論点一覧

ロケーション基準手法 マーケット基準手法

考え方・

位置づけ

算定ルール

の見直し

実装・移行

措置

時間

空間

主張

配分

• 手法の定義・目的について再整理

• 排出係数の時間・空間粒度を階層化*

✓ 利用可能範囲でより精緻な係数を優先

ー

• 負荷プロファイルの許容

• 段階的導入

• 手法の定義・目的について再整理

• アワリーマッチング（時間的整合）1要件整理*

• 送電可能性（空間的整合）2要件整理*

• 標準供給サービス（SSS）3を新たに定義*

✓ 各需要家は持分超過の主張不可

✓ 残余ミックスの定義更新（SSS除外）

• 閾値以下の企業のアワリーマッチング免除

• レガシー条項（既存契約の適用時期の検討）

• 段階的導入

※本図はScope 2改定において整理・検討の対象となっている主な事項を示したものであり、最終的な要件を示すものではありません。

1 Hourly matching：発電と電力消費の「時間的な一致」を、より細かい単位で捉える考え方。

2 Deliverability：主張する環境価値が、実際に供給され得る電力に基づいているかを確認する考え方。

3 Standard Supply Service：環境価値が特定の企業に帰属せず、複数の需要家に按分される電源の取り扱いに関する考え方。

＊：MRIがパブリックコンサルテーションで回答を提出した箇所

出所：GHGProtoco l  「Publ ic  Consu l tat ion – Scope2 」より三菱総合研究所作成

https : //ghgprotoco l .o rg/s i tes/defau l t/ f i les/2025 -10/GHG-Protoco l -Scope2-Publ ic-Consu l tat ion .pdf  （閲覧日：2026年2月3日）

https://www.mri.co.jp/news/press/i5inlu000003atgx-att/nr20260216.pdf
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本件に関するお問い合わせ先 

株式会社三菱総合研究所 

〒100－8141 東京都千代田区永田町二丁目 10番 3号 

 

【内容に関するお問い合わせ】 

エネルギー・サステナビリティ事業部門 ＧＸ本部 山口、岩橋、戸上、永村 

メール：ghg-protocol-update@ml.mri.co.jp 

【報道機関からのお問い合わせ】 

広報部  

メール：media@mri.co.jp 

 


